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平成２８年度予算（案）を審査するため、「予算審査特別委員会」を設置しました。
３月７・８日の２日間、一般会計、特別会計、企業会計の計８会計の審議を行いました。
審議の結果、８会計すべてが可決されました。

　平成２８年第１回定例会は、３月２日から１７日までの１６日間の会期で行われ
ました。
　今定例会では、村長から人事案件、専決処分、条例制定・改正、指定管理者の指
定、平成２７年度補正予算、平成２８年度予算の３４議案が提出され、審議の結果、
すべての議案が原案のとおり同意・承認・可決されました。
　また、議員からは意見書が提出され、原案のとおり可決されました。
　一般質問は１５日に行われ、７人の議員が登壇し、村政全般にわたり質問をいた
しました。

平成２８年第１回定例会

会計別予算

（前年度比 0.4％増）

平成２８年度予算
予算総額109億4,527万4千円を可決

区　　　　　　分 平成２８年度予算額 平成２７年度予算額 増減率

一　　般　　会　　計 59億 5,700 万円 58億 3,300 万円 2.1％

特　　別　　会　　計 42億 7,670 万円 42億 6,020 万円 0.4％

国 民 健 康 保 険 21億 6,170 万円 22億 900 万円 △ 2.1％

農業集落排水事業 1億 6,390 万円 1億 7,180 万円 △ 4.6％

公共下水道事業 8億 5,460 万円 8億 2,180 万円 4.0％

介　護　保　険 9億 7,610 万円 9億 4,200 万円 3.6％

後期高齢者医療 1億 2,040 万円 1億 1,560 万円 4.2％

企　　業　　会　　計 7億 1,157 万 4千円 8億 650 万 2千円 △ 11.8％

水　道　事　業 6億 5,748 万 7千円 7億 5,080 万円 △ 12.4％

電　気　事　業 5,408 万 7千円 5,570 万 2千円 △ 2.9％

合　　　　計 109 億 4,527 万 4千円 108 億 9,970 万 2千円 0.4％
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■ 平成２８年度重点事業 ( 単位：千円 )

※ティーム・ティーチング（ＴＴ）とは
　複数の教員が役割を分担し、協力し合いながら指導計画を立て、指導する方式

区　分 事項別 事業名 事業の内容 事業費

道路新設改良

事業

村道整備事業

道路改良工事 ( 受領、信太、郷中、興津、大須賀津、見晴） 　　新規６路線

道路改良工事 ( 土屋、宮地、受領、大須賀津、余郷入 ) 　　継続３路線

（村単独事業） 186,096

排水整備事業
排水整備工事（受領、興津）　　　　　　　　　　　　　　　　  新規４路線

（村単独事業）

下水道事業 公共下水道事業 管渠布設工事ほか 500,700

子育て支援対策

事業

児童手当 児童の健全な育成及び資質の向上に資すること 272,160

子育て広場事業
乳幼児及びその保護者が相互の交流を行う場所として開設し、子育てについ

ての相談、情報提供、助言等の支援を行う
5,236

ファミリーサポート

事業

子どもの預かり等の援助を行いたい者と援助を受けたい者からなる会員組織

を設置し、預かり等を行う
3,106

医療給付事業

妊産婦医療費助成

少子化対策、子育て支援策の一環として、県の医療福祉制度の所得制限によ

り、非該当となった妊産婦に対し、県制度と同額の医療費の補助を行う

（村単独事業）

1,020

こども医療費助成
中学３年生までの子どもの医療費の全額を助成することにより、医療機関の

適切な受診を促進し、健康の保持を図る                               （村単独事業）
18,876

保健予防推進

事業

予防接種事業

感染の恐れがある疾病の発生及びまん延を予防するため予防接種を行い、公

衆衛生の向上及び増進を図る　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（村単独事業）

35,078

母子保健事業

母性並びに乳幼児及び幼児の健康の保持及び増進を図るため、保健指導、健

康診断、医療、その他の措置を講じる（妊産婦の健康管理事業、子育て支援、

子どもの健康管理事業、不妊治療費助成事業）

17,788

健康診断事業

村民の生活習慣病の予防、疾病の早期発見及び早期治療を図るため、各種健

康診査を行うことによって、健康増進に寄与すること（総合健診・婦人科検診・

骨粗鬆症検診）                                                                 (村単独事業)

30,176

任意予防接種事業
高齢者肺炎球菌、大人の風しん、子どもインフルエンザ、おたふくかぜの予

防接種希望者への費用助成を行う                                       （村単独事業）
4,289

交通弱者対策

事業

（デマンド交通）

交通弱者対策事業

（デマンド交通）

公共交通の廃止や減少に伴い、自家用車を運転しない高齢者等の外出の利便

性を確保し、地域での生活を容易にするため、デマンド型乗合タクシー（や

まゆりタクシー）を運行する　　　　　　　　　　　　　　　（村単独事業）

14,143

農林水産業振興

事業
産地づくり助成事業

本村農業の本来あるべき姿の形成に向けて、生産者の所得の安定と米価を維

持、確保しながら農業生産額の向上を図る
52,800

交通安全施設整

備事業

ガードレール、標識等

の整備・修繕

交通事故防止のため、道路標示、カーブミラー、ガードレール等の交通安全

施設を整備する                                                               （村単独事業）
1,210

防犯対策事業
防犯灯設置等、防犯カ

メラ新設工事等

防犯灯及び防犯カメラの整備により住民の安全安心を確保する 

 （村単独事業）
10,620

特定空家対策

事業
特定空家調査委託料等

住民の生命や財産を保護するとともに、空き家バンク制度と連携し、空家等

の活用を推進する                                                            （村単独事業）
3,702

災害対策事業
防災カメラ設置工事、

防災倉庫等

災害時に使用する物品の整備・維持管理経費（災害に強い情報連携システム

の運用保守委託等、美浦村防災訓練）                                    （村単独事業）
16,190

道路新設改良

事業

高橋川水害対策

調査設計委託料

道路等の整備や改修の要望に基づき事業を行うもので、地域住民の生活の利

便性や安全性を確保する
6,351

ＴＴ配置事業 ＴＴ配置事業

小学校または、中学校に※ティーム・ティーチング（ＴＴ）のための非常勤

講師を配置し、きめ細やかな指導の実践により学校教育の充実を図る 

                                                                                    （村単独事業）

12,404

教育クラウド

事業（小・中学校）

教育クラウド事業

（小・中学校）

村内各小・中学校のＩＣＴ環境の整備を推進する

                                                                                    （村単独事業）
39,769

定住促進事業 定住促進事業

村内に定住を目的として住宅を取得をし、固定資産税が賦課された者に対し

て、定住促進奨励金を交付することにより、村外からの移住による人口の増

加及び村民の定住促進を図る

6,500

美浦村地域交流

館建設事業

美浦村地域交流館

建設事業

村の地理的中央部かつ結節点である役場周辺地区から大谷地区にかけての国

道 125 号線沿線付近において、交流拠点施設を整備する           

                                                                                    （村単独事業）

336,273
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　美浦村教育委員会教育長の門脇厚司氏が平成２８年３月３１日付けで退職したこ

とに伴い、新たに美浦村教育委員会教育長として糸賀正美氏を任命しました。

美浦村教育委員会教育長に
糸賀正美氏を任命

補正予算 補正予算を可決
　今回の補正予算は、歳入歳出全般にわたり現計予算の見直
しを行い、主に事業費が確定したもの及び見込みがついたも
のの調整、緊急を要する事業の補正を行いました。

会　　計　　名 補　　正　　額 予　算　総　額

一　　般　　会　　計 4,249 万 8千円 63億 2,736 万 6千円

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 △ 2,279 万 7千円 22億 4,780 万 6千円

農 業 集 落 排 水 事 業 △ 120 万 3千円 1億 8,490 万 8千円

公 共 下 水 道 事 業 △ 1,636 万 6千円 11億 40万 7千円

介 護 保 険 6,203 万 4千円 10億 797 万 5千円

後 期 高 齢 者 医 療 473 万 8千円 1億 2,033 万 8千円

企
業
会
計

水道事業

収益的
収 入 1,184 万 8千円 5億 8,080 万円

支 出 10万 4千円 5億 8,819 万円

資本的
収 入 60万円 710 万円

支 出 △ 645 万円 1億 6,455 万円

請　
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そ の 他 の 議 案 と 審 議 内 容
区分 議　　　案 議　　案　　内　　容

条　

例　

制　

定

美浦村行政不服審査会条例
改正行政不服審査法において組織及び運営に関し必要な事項を条例で定

めるための制定

美浦村行政不服審査関係手数料条例
手数料の額、徴収方法、減免、その他必要事項について条例で定めるた

めの制定

美浦村空家等対策協議会条例
「空家等対策の推進に関する特別措置法」第７条に規定された協議会の

設置をするための制定

美浦村特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に

関する条例の特例に関する条例

現行の教育長の給料月額と新教育長の派遣元となる茨城県職員の給料形

態が不均衡であるため、派遣職員に不利にならないよう特例を設定

美浦村消費生活センターの組織及び運営等に関する

条例

消費者安全法の一部改正に伴い、施設または機関の組織及び運営等に関

する事項について、定めるための制定

条　

例　

改　

正

美浦村行政不服審査法の施行に伴う関係条例の整備

に関する条例

全面改正された行政不服審査法の施行に伴い、関係条例について所要の

改正

美浦村特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用

弁償に関する条例の一部を改正する条例

美浦村空家等対策協議会委員、美浦村総合教育会議委員、美浦村行政不

服審査会委員を追加

美浦村職員の給与に関する条例の一部を改正する条

例
国家公務員の給与改定と同様に美浦村の一般職の職員の給与条例を改正

美浦村介護保険条例の一部を改正する条例 介護保険料の減免申請の期限を、村税条例の規定に合わせる形での改正

美浦村指定地域密着型サービスの事業の人員,設備及

び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する

条例

介護保険法の改正により生じた対応条例の条項ずれ等の文言の入れ替

え、条文の追加を行う改正美浦村指定地域密着型介護予防サービスの事業の人

員,設備及び運営並びに指定地域密着型介護予防サー

ビスに係る介護予防のための効果的な支援の方法に

関する基準を定める条例の一部を改正する条例

専決処分の承認（美浦村税条例等の一部を改正する

条例の一部を改正する条例）

昨年12月16日に決定された与党税制大綱において、一部の手続におけ

る個人番号利用の取り扱いを見直す方針が示されたことに伴うもの

そ
の
他

教育委員会委員の任命について
本年６月９日をもって任期満了となる委員に引き続き、現委員を任命

小峯　健治氏（布佐南部）

公の施設の指定管理者の指定について

（美浦村老人福祉センター）

【指定管理者】社会福祉法人　美浦村社会福祉協議会

【指定期間】平成 28 年 4 月 1 日～平成 31 年 3 月 31 日

公の施設の指定管理者の指定について

（美浦村デイサービスセンター）

【指定管理者】社会福祉法人　美浦村社会福祉協議会

【指定期間】平成 28 年 4 月 1 日～平成 31 年 3 月 31 日

公の施設の指定管理者の指定について

（美浦村生涯郷土工芸館）

【指定管理者】社団法人　美浦村シルバー人材センター

【指定期間】平成 28 年 4 月 1 日～平成 31 年 3 月 31 日

専決処分の承認

（平成27年度美浦村一般会計補正予算（第４号）

【補正額】3,520 万 2 千円の追加

ふるさと応援寄附金増収に伴う増額補正

専決処分の承認

（平成27年度美浦村一般会計補正予算（第５号）

【補正額】4,459 万 9 千円の追加

年金生活者等支援臨時給付金支給に伴う増額補正
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平成２８年第１回定例会議案・審議結果一覧
議案
番号 件　　　　　名 議決

結果

賛否数 議　　　員　　　名

賛
成

反
対

松
村　

広
志

竹
部　

澄
雄

葉
梨　

公
一

小
泉　

嘉
忠

塚
本　

光
司

岡
沢　
　

清

飯
田　

洋
司

山
崎　

幸
子

椎
名　

利
夫

下
村　
　

宏

林　
　

昌
子

小
泉　

輝
忠

石
川　
　

修

沼
﨑　

光
芳

1 号 教育委員会教育長の任命について 原案同意 13 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2号 教育委員会委員の任命について 原案同意 13 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3号 専決処分の承認を求めることについて（美浦村税条例等の一部を改正する条

例の一部を改正する条例）
原案承認 13 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4号 専決処分の承認を求めることについて（平成 27 年度美浦村一般会計補正予

算（第 4号））
原案承認 13 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

5号 専決処分の承認を求めることについて（平成 27 年度美浦村一般会計補正予

算（第 5号））
原案承認 13 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

6号 美浦村行政不服審査会条例 原案可決 13 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

7号 美浦村行政審査関係手数料条例 原案可決 13 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

8号 美浦村行政不服審査法施行に伴う関係条例の整備に関する条例 原案可決 13 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

9号 美浦村空家等対策協議会条例 原案可決 13 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

10号 美浦村特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部

を改正する条例
原案可決 13 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

11号 美浦村特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の特例に関す

る条例
原案可決 13 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

12号 美浦村職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 原案可決 13 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

13号 美浦村介護保険条例の一部を改正する条例 原案可決 13 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

14号 美浦村指定地域密着型サービス事業の人員，設備及び運営に関する基準を定

める条例の一部を改正する条例
原案可決 13 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

15号
美浦村指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに

指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方

法に関する基準を定める条例の一部を改正する条例

原案可決 13 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

16号 美浦村消費生活センターの組織及び運営等に関する条例 原案可決 13 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

17号 公の施設の指定管理者の指定について（美浦村老人福祉センター） 原案可決 13 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

18号 公の施設の指定管理者の指定について（美浦村デイサービスセンター） 原案可決 13 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

19号 公の施設の指定管理者の指定について（美浦村生涯郷土工芸館） 原案可決 13 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

20号 平成 27年度美浦村一般会計補正予算（第 6号） 原案可決 13 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

21号 平成 27年度美浦村国民健康保険特別会計補正予算（第 3号） 原案可決 13 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

22号 平成 27年度美浦村農業集落排水事業特別会計補正予算（第 4号） 原案可決 13 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

23号 平成 27年度美浦村公共下水道事業特別会計補正予算（第 4号） 原案可決 13 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

24号 平成 27年度美浦村介護保険特別会計補正予算（第 4号） 原案可決 13 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

25号 平成 27年度美浦村後期高齢者医療特別会計補正予算（第 1号） 原案可決 13 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

26号 平成 27年度美浦村水道事業会計補正予算（第 2号） 原案可決 13 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

27号 平成 28年度美浦村一般会計予算 原案可決 13 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

28号 平成 28年度美浦村国民健康保険特別会計予算 原案可決 13 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

29号 平成 28年度美浦村農業集落排水事業特別会計予算 原案可決 13 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

30号 平成 28年度美浦村公共下水道事業特別会計予算 原案可決 13 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

31号 平成 28年度美浦村介護保険特別会計予算 原案可決 13 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

32号 平成 28年度美浦村後期高齢者医療特別会計予算 原案可決 13 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

33号 平成 28年度美浦村水道事業会計予算 原案可決 13 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

34号 平成 28年度美浦村電気事業会計予算 原案可決 13 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

請　願
第 1号 ＴＰＰ協定を国会で批准しないことを求める請願 採択 9 4 × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○

発　議
第 1号 ＴＰＰ協定を国会批准しないことを求める意見書 原案可決 9 4 × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○

会期：平成 28年 3月２日～ 3月 17日



臨時会（４月）臨時会（４月）
平成２８年第１回臨時会は、４月７日に開催されました。今回の臨時会では、専

決処分の承認、条例改正の４議案が提出されました。審議の結果、すべて原案の

とおり承認・可決されました。

　平成２８年２月１５日、町村自治功労

者表彰式において、小泉輝忠議員、石川

修議員、林　昌子議員、羽成邦夫前議員

が町村自治功労者表彰を受賞されまし

た。永年にわたり、地域の振興発展に尽

力された功績が認められての受賞となり

ました。おめでとうございます。

※議長 (沼﨑　光芳議員 )は、可否同数のとき以外は表決に加わりません。    
※「○」は賛成、「×」は反対、「－」は欠席を表します。

議　　　案 議　案　内　容

専決処分の承認

( 美浦村税条例等の一部を改正する条例 )

地方税法等の一部を改正する等の法律が平成２８

年３月３１日に公布され、平成２８年４月１日か

ら施行されたこと等に伴う改正
専決処分の承認

( 美浦村国民健康保険税条例の一部を改正する条

例 )

地方税法等の一部を改正する等の法律等が平成

２８年３月３１日に公布され、平成２８年４月１

日から施行されたこと等に伴う改正

財産の取得について
自治体情報システム強靭性向上事業端末及び周辺

機器購入

財産の取得について
自治体情報システム強靭性向上事業インターネッ

ト環境ソフト購入
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平成２８年第１回臨時会議案・審議結果一覧

議
案
番
号

件　　　　　名 議決結果

賛否数 議　　　員　　　名

賛
成
反
対

松
村　

広
志

竹
部　

澄
雄

葉
梨　

公
一

小
泉　

嘉
忠

塚
本　

光
司

岡
沢　
　

清

飯
田　

洋
司

山
崎　

幸
子

椎
名　

利
夫

下
村　
　

宏

林　
　

昌
子

小
泉　

輝
忠

石
川　
　

修

沼
﨑　

光
芳

1 号 専決処分の承認を求めることについて 原案承認 13 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
2号 専決処分の承認を求めることについて 原案承認 12 １ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
3号 財産の取得について 原案可決 13 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
4号 財産の取得について 原案可決 13 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

会期：平成 28年 4月７日

町村自治功労者表彰を受賞しました



質
問　

急
速
に
進
む
高
齢
化
で
、

本
村
に
お
い
て
も
医
療
財
政
の
厳

し
い
中
、
医
療
費
の
増
加
は
避
け

ら
れ
な
い
状
態
で
あ
る
。
広
島
県

呉
市
で
は
、
医
療
給
付
費
を
削
減

す
る
た
め
に
、
現
在
服
用
し
て
い

る
薬
を
、
※
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
に
切
り
替
え
た
場
合
の
金
額
の

差
を
「
利
用
差
額
通
知
書
」
と
い

う
も
の
で
被
保
険
者
に
通
知
し
て

い
る
。
そ
の
こ
と
に
よ
り
、
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
切
り
替
え
た

人
が
年
々
増
加
し
、
医
療
費
削
減

に
大
い
に
役
立
っ
て
い
る
と
い
う

が
、
本
村
と
し
て
は
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し

て
い
る
か
。

答
弁　
（
保
健
福
祉
部
長
）
本
村

で
も
、
国
保
被
保
険
者
で
、
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
切
り
替
え
た

場
合
、
１
ヶ
月
の
自
己
負
担
額
が

５
０
０
円
以
上
安
く
な
る
方
を
抽

出
し
、
差
額
通
知
を
年
１
回
発
送

し
て
い
る
。
多
く
の
方
が
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
に
切
り
替
え
る
こ

と
で
、
医
療
費
削
減
と
し
て
は
有

効
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

質
問　

呉
市
で
は
差
額
通
知
を

２
ヶ
月
に
１
回
ず
つ
発
送
し
、
発

送
者
の
う
ち
84
・
5
％
の
人
が
、

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
切
り

替
え
て
、
26
年
度
、
１
年
間
で

２
億
４
０
０
万
円
の
削
減
と
な
っ

た
。
本
村
で
も
差
額
通
知
を
２
ヶ

月
に
１
回
発
送
は
で
き
な
い
か
。

そ
れ
と
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
、
削

減
効
果
が
ひ
と
目
で
わ
か
る
よ
う

な
も
の
を
掲
載
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
か
。

答
弁　
（
保
健
福
祉
部
長
）
現
段

階
で
複
数
回
の
発
送
は
、
国
保
連

の
デ
ー
タ
運
用
の
た
め
、
事
務
処

理
が
厳
し
い
状
況
で
あ
る
。

質
問　

私
が
、
近
隣
自
治
体
に
問

い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
差
額
通
知

発
送
は
牛
久
市
・
利
根
町
は
年
２

回
、
土
浦
市
は
年
３
回
。
阿
見
町

で
は
毎
月
、
発
送
を
行
っ
て
い
る
。

差
額
の
金
額
設
定
は
い
ず
れ
も

１
０
０
円
以
上
と
し
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
自
治
体
も
、
本
村
と
同
じ

よ
う
に
国
保
連
の
デ
ー
タ
を
使
っ

て
い
る
が
、
複
数
回
の
通
知
発
送

を
行
っ
て
い
る
の
で
、
本
村
で
も

で
き
な
い
こ
と
は
な
い
と
思
う
。

そ
し
て
、
差
額
金
額
を
５
０
０
円

以
上
で
は
な
く
、
１
０
０
円
以
上

と
す
れ
ば
、
対
象
者
が
増
え
て
、

医
療
給
付
費
も
削
減
で
き
る
の
で

※
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
と

は
・・・
先
発
医
薬
品
と
同

じ
有
効
成
分
を
使
い
、
効
き

目
・
品
質
・
安
全
性
が
同
等

な
薬
で
、
価
格
は
先
発
医
薬

品
の
概
ね
半
額
程
度
の
医
薬

品
の
こ
と
。

は
な
い
か
。

答
弁　
（
村
長
）
ま
ず
は
通
知
発

送
回
数
を
２
回
に
増
や
し
て
、
効

果
が
ど
の
く
ら
い
出
る
か
、
１
年

間
ど
の
よ
う
な
状
況
に
変
わ
る
か

見
極
め
て
い
き
た
い
。
積
極
的
に

普
及
・
啓
発
に
取
り
組
ん
で
行
き

た
い
。

医
療
費
の
削
減
に
つ
い
て

医
療
費
の
削
減
に
つ
い
て

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

山
やま ざ き

崎　幸
さ ち こ

子
議 員

議会だより みほ一 般 質 問

8

平成 28年 5月１日発行　№ 113



ａ
〞（
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
＝
ア
メ
リ
カ
航

空
宇
宙
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
）
と
昨
年
命
名
さ
れ
た
。
ま
た
、

遺
跡
の
保
全
と
発
展
に
向
け
た
村

民
主
導
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体〝
陸
平
を
ヨ
イ
シ
ョ
す
る
会〝
の

永
年
の
活
動
も
国
史
跡
指
定
の
重

要
な
理
由
に
な
っ
て
い
る
。

質
問　

研
究
者
に
よ
れ
ば
、
私
た

ち
が
旬
の
味
覚
を
楽
し
む
の
も
、

主
婦
が
家
計
を
預
か
る
の
も
、
生

活
習
慣
の
ル
ー
ツ
は
縄
文
時
代
に

ら
、
以
前
提
案
し
た
、
他
市
町
村

に
は
な
い
魅
力
的
な
施
設
や
史
跡

を
一
体
化
し
て
、
村
全
体
を
公
園

化
す
る
村
づ
く
り
（
全
村
公
園
化

構
想
）
に
近
い
内
容
の
美
浦
村
観

光
地
化
計
画
を
進
め
る
こ
と
に
よ

り
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
増
や
す
と

同
時
に
、
首
都
圏
か
ら
の
訪
問
客

を
増
や
す
こ
と
も
行
っ
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

質
問　

要
介
護
の
方
を
は
じ
め
、

健
康
的
な
理
由
か
ら
、
自
ら
出
向

い
て
図
書
室
に
来
ら
れ
な
い
方
へ
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
や
ヘ
ル
パ
ー

さ
ん
に
よ
る
代
理
の
貸
し
出
し

サ
ー
ビ
ス
は
可
能
か
。

答
弁　
（
教
育
次
長
）
要
介
護
の

方
や
障
害
者
の
方
等
へ
の
利
便
性

の
向
上
の
た
め
に
も
、
代
理
貸
し

出
し
に
加
え
、
郵
送
等
に
よ
る

サ
ー
ビ
ス
も
、
今
後
検
討
し
て
い

き
た
い
。

あ
る
と
い
う
。
そ
し
て
、
こ
の
時

代
は
、
何
よ
り
も
平
和
と
文
化
が

愛
さ
れ
戦
争
が
無
か
っ
た
社
会
、

と
評
さ
れ
て
い
る
。
驚
く
ほ
ど
豊

か
で
人
間
的
な
こ
の
時
代
に
は
、

持
続
可
能
な
社
会
の
モ
デ
ル
が
あ

る
、
と
さ
え
言
わ
れ
る
。

　

混
迷
を
極
め
る
現
代
社
会
に
お

い
て
、
こ
の
貴
重
な
縄
文
文
化
を

内
外
に
も
っ
と
ア
ピ
ー
ル
す
る
べ

き
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
観
光
立

国
を
目
指
す
我
が
国
に
あ
っ
て
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
（
訪
日
旅
行
者
）

へ
繋
げ
る
こ
と
は
、
結
果
、
本
村

の
利
潤
に
適
う
の
み
な
ら
ず
、
国

内
外
の
、
社
会
の
創
生
に
貢
献
し

て
ゆ
く
事
に
思
え
る
。
今
後
の
対

応
と
ア
プ
ロ
ー
チ
の
意
向
は
。

答
弁　
（
教
育
長
）
こ
の
素
晴
ら

し
い
縄
文
遺
跡
を
ど
う
活
用
し
て

い
く
か
。
今
、
人
類
社
会
の
抱
え

る
様
々
な
課
題
の
対
応
に
向
け
、

縄
文
文
化
が
大
き
な
ヒ
ン
ト
と
な

り
得
る
こ
と
は
強
く
認
識
し
て
い

る
。
惑
星
の
話
も
含
め
、
当
該
遺

跡
を
本
村
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
な
が

質
問　

茨
城
の
宝
を
皆
で
選
ぶ
茨

城
新
聞
社
の
〝
い
ば
ら
き
セ
レ
ク

シ
ョ
ン
１
２
５
〞
が
大
き
な
反
響

を
呼
ん
で
い
る
。（
３
月
31
日
終

了
）
ぜ
ひ
、
国
指
定
史
跡
・
陸
平

貝
塚
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
た
い
。

国
内
に
は
数
多
く
の
貝
塚
遺
跡
が

存
在
す
る
が
、
な
ぜ
、
陸
平
遺
跡

は
三
大
遺
跡
と
さ
れ
、
国
指
定
史

跡
の
認
定
に
至
っ
た
か
。

答
弁　
（
教
育
長
）
陸
平
貝
塚
遺

跡
は
日
本
考
古
学
の
原
点
と
し
て

知
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
、
そ
の
規

模
と
景
観
も
国
際
的
に
高
い
評
価

を
得
て
い
る
。
新
た
に
発
見
さ
れ

た
小
惑
星
に
〝
Ｏ
ｋ
ａ
ｄ
ａ
ｉ
ｒ

陸
平
縄
文
遺
跡
に
つ
い
て

陸
平
縄
文
遺
跡
に
つ
い
て

質
問

質
問

質
問

松
まつ む ら

村　広
ひ ろ し

志
議 員

答
弁

答
弁

答
弁

議会だより みほ 一 般 質 問
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図
書
貸
し
出
し
サ
ー
ビ
ス

図
書
貸
し
出
し
サ
ー
ビ
ス

に
つ
い
て

に
つ
い
て



質
問　

ノ
ー
テ
レ
ビ
・
ノ
ー
ゲ
ー

ム
運
動
に
つ
い
て
、

１　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
は
。

２　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
分
析
は
。

３　

家
庭
に
お
け
る
評
価
は
。

４　

子
ど
も
、
親
、
先
生
の
体
感
。

５　

今
後
の
継
続
的
取
組
み
は
。

答
弁　
（
教
育
長
）
夏
休
み
、
春

休
み
、
正
月
休
み
等
の
際
に
、
子

ど
も
を
小
学
校
、
中
学
校
、
保
育

所
、
幼
稚
園
に
通
わ
せ
て
い
る
全

戸
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ー
ト
を
配
布

し
て
、
ノ
ー
テ
レ
ビ
・
ノ
ー
ゲ
ー

ム
を
し
た
ら
家
庭
、
子
ど
も
に
ど

ん
な
変
化
が
見
ら
れ
た
か
書
い
て

も
ら
っ
た
。
こ
れ
ま
で
７
〜
８
回

実
施
し
た
が
、
回
収
し
た
す
べ
て

に
目
を
通
し
、
体
験
感
想
集
と
し

て
ま
と
め
た
。
実
際
に
や
る
と
こ

ん
な
変
化
や
、
さ
ま
ざ
ま
な
良
い

効
果
が
あ
る
と
小
学
校
、
中
学

校
、
保
育
所
、
幼
稚
園
で
見
て
も

ら
っ
て
い
る
。
ほ
ん
の
一
例
だ

が
、「
ゆ
っ
く
り
食
事
を
す
る
よ

う
に
な
っ
た
。」「
自
分
か
ら
勉
強

す
る
よ
う
に
な
っ
た
。」「
兄
弟
で

外
で
遊
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。」「
自

分
か
ら
本
を
読
む
よ
う
に
な
っ

た
。」「
家
で
お
手
伝
い
を
す
る
よ

う
に
な
っ
た
」
等
、
多
数
の
良
い

感
想
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し

て
、
１
年
で
こ
の
よ
う
な
結
果
に

な
る
と
か
、
２
年
や
れ
ば
こ
う
だ

と
か
、
数
値
を
挙
げ
て
説
明
は
難

し
い
が
、
こ
れ
を
５
年
後
、
６
年

後
と
ず
っ
と
続
け
る
こ
と
で
、
成

績
面
で
も
高
ま
っ
て
い
く
だ
ろ
う

と
思
う
。
実
際
に
全
国
学
力
テ
ス

ト
の
結
果
を
見
て
も
、
最
近
は
上

昇
傾
向
に
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
と

思
う
。

質
問　

教
育
長
と
し
て
発
信
し
続

け
、
著
書
「
社
会
力
を
育
て
る
」

に
お
い
て
、
広
く
世
間
に
表
現
さ

れ
て
い
る
社
会
力
育
て
と
は
。

答
弁　
（
教
育
長
）「
人
と
人
が
繋

が
っ
て
社
会
を
つ
く
っ
て
い
く

力
」
と
説
明
し
て
い
る
。
人
と
人

が
繋
が
っ
て
と
い
う
こ
と
は
、
他

の
人
と
良
い
関
係
を
つ
く
り
な
が

ら
、
自
分
さ
え
良
け
れ
ば
い
い
と

い
う
事
で
は
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な

人
た
ち
と
力
を
合
わ
せ
な
が
ら
、

よ
り
ベ
タ
ー
な
、
よ
り
ま
し
な
社

会
を
つ
く
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
。

質
問　

心
が
豊
か
だ
と
幸
せ
に
な

れ
る
よ
う
な
気
が
す
る
。
幸
せ
の

尺
度
は
自
分
が
決
め
る
も
の
と
思

う
が
、
あ
る
程
度
余
裕
が
な
い
と

社
会
力
を
育
て
る
の
は
容
易
で
は

な
い
と
考
え
る
が
。

答
弁　
（
教
育
長
）
親
の
社
会
力

の
程
度
が
、
子
ど
も
の
社
会
力
や

成
績
に
影
響
す
る
が
、
親
の
社
会

力
そ
の
も
の
は
、
必
ず
し
も
家
庭

の
経
済
資
本
だ
と
か
文
化
資
本
に

左
右
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
お

金
持
ち
だ
と
か
、
ゆ
と
り
が
あ
る

家
だ
か
ら
、
親
の
社
会
力
が
高
ま

る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。

「
ノ
ー
テ
レ
ビ
・
ノ
ー
ゲ
ー
ム
運
動
」
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

「
ノ
ー
テ
レ
ビ
・
ノ
ー
ゲ
ー
ム
運
動
」
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

質
問

質
問

塚
つか も と

本　光
こ う じ

司
議 員

議会だより みほ一 般 質 問
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「
０
歳
〜

「
０
歳
〜
9090
歳
ま
で
の
社
会
力

歳
ま
で
の
社
会
力

育
て
」
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

育
て
」
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て



や
雇
用
の
確
保
、
定
住
促
進
を

目
指
し
、
来
年
度
は
３
億
９
，

２
０
８
万
４
千
円
の
予
算
を
計
上

し
て
い
る
。

　

基
本
目
標
２
の
見
た
い
・
住
み

た
い
・
住
み
続
け
た
い
魅
力
あ
る

ま
ち
づ
く
り
で
は
、
定
住
化
促
進

事
業
を
初
め
来
年
度
は
14
の
事
業

で
１
億
１
４
６
万
円
を
計
上
し
て

い
る
。
３
つ
の
施
策
の
う
ち
、
移

住
・
定
住
環
境
の
整
備
で
は
、
転

出
者
と
の
継
続
的
な
交
流
や
空
き

家
バ
ン
ク
の
利
活
用
で
、
本
村
へ

の
移
住
促
進
を
図
る
。
地
域
活
性

化
の
推
進
で
は
、
観
光
地
化
事
業

を
中
心
に
、
地
場
観
光
資
源
を
集

約
す
る
。
ま
た
、
村
内
の
地
域
交

流
事
業
の
ほ
か
、
村
外
か
ら
の
来

訪
が
望
め
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す

る
。　
　

　

美
浦
だ
け
の
魅
力
づ
く
り
で
は
、

地
域
交
流
拠
点
を
中
心
に
、
土
地

利
用
の
見
直
し
・
活
用
方
法
の
検

討
を
行
い
、
本
村
へ
の
来
訪
者
の

増
加
を
目
指
す
。
な
お
、
定
住
促

進
の
一
環
と
し
て
、
定
住
促
進
奨

励
金
を
交
付
す
る
制
度
が
あ
り
、

こ
れ
ま
で
55
件
の
支
給
、
平
成
27

年
度
は
48
件
の
申
請
が
あ
っ
た
。

　

基
本
目
標
３
の
子
育
て
、
子
育

ち
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
で
は
、

総
額
２
億
１
，
８
４
５
万
８
千
円

を
計
上
し
て
い
る
。

　

子
供
の
保
育
・
居
場
所
の
充
実

と
し
て
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

制
度
に
基
づ
く
子
育
て
支
援
を
充

実
し
、
出
産
や
子
育
て
に
不
安
を

抱
え
る
家
庭
の
相
談
支
援
や
、
保

護
者
同
士
の
交
流
を
企
画
し
、
支

え
あ
い
に
よ
る
子
育
て
支
援
を
す

る
。
子
ど
も
の
医
療
費
助
成
、
多

子
世
帯
へ
の
支
援
、
子
ど
も
の
就

学
に
必
要
な
支
援
な
ど
、
子
育
て

世
代
へ
の
経
済
的
支
援
を
行
う
。

教
育
の
質
の
向
上
で
は
、
教
材
等

導
入
支
援
を
行
い
、
社
会
力
向
上

を
目
的
と
し
た
教
育
の
質
の
向
上

を
図
る
。

　

基
本
目
標
４
の
安
心
で
暮
ら
し

や
す
い
ま
ち
づ
く
り
で
は
、
防
災

カ
メ
ラ
や
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
な

ど
、
村
民
の
安
心
・
安
全
な
環
境

づ
く
り
を
初
め
、
11
事
業
を
位
置

づ
け
、
５
，
８
０
８
万
６
千
円
を

計
上
し
て
い
る
。

質
問　

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
に
関
し
て
、
来
年
度

の
予
算
が
ど
の
よ
う
に
反
映
さ
れ

て
い
る
の
か
。

答
弁　
（
総
務
部
長
）
基
本
目
標

１
の
新
し
い
美
浦
村
づ
く
り
に
つ

い
て
は
、
役
場
周
辺
地
区
と
大
谷

周
辺
地
区
の
２
つ
の
地
区
計
画
を

推
進
す
る
。
役
場
周
辺
地
区
に
地

域
交
流
館
（
仮
称
）
を
中
心
と
し

た
施
設
等
を
整
備
し
、
中
心
市
街

地
を
形
成
す
る
。
子
育
て
支
援
や

商
工
振
興
機
能
が
集
約
さ
れ
る
地

域
交
流
館
の
整
備
を
契
機
と
し
て
、

買
い
物
な
ど
の
村
民
生
活
の
利
便

性
の
向
上
、
地
域
経
済
の
活
性
化

地域交流館完成イメージ

防災・防犯カメラ

議会だより みほ 一 般 質 問
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ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
へ

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
へ

　
　
　
　
　
　
　

平
成
２
８
年
度
の
予
算
は

　
　
　
　
　
　
　

平
成
２
８
年
度
の
予
算
は

質
問

答
弁

下
しも む ら

村　　宏
ひろし

議 員



年
２
月
末
で
子
育
て
広
場
事
業
３
，

２
７
０
組
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー

ト
事
業
２
３
９
件
と
な
っ
て
い
る
。

質
問　

今
後
、
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
が
商
業
用
地
に
隣
接
す
る
こ

と
に
よ
る
、
利
用
拡
大
、
職
員
の

増
員
、
休
日
対
応
は
。

答
弁　
（
教
育
次
長
）
利
用
意
向

の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
り
な
が
ら
、

意
向
に
見
合
っ
た
利
用
時
間
、
利

用
曜
日
の
開
設
に
つ
い
て
、
他
市

町
村
の
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の

運
営
状
況
も
把
握
し
な
が
ら
検
討

を
行
う
。

答
弁　
（
村
長
）
職
員
の
配
置
に

つ
い
て
は
、
施
設
も
大
き
く
、
新

し
く
な
る
こ
と
か
ら
、
登
録
者
が

ど
れ
ぐ
ら
い
に
な
る
か
に
よ
る
。

開
園
す
る
曜
日
に
つ
い
て
も
、
施

設
が
完
成
す
る
ま
で
の
今
後
１
年

で
利
用
さ
れ
る
方
の
意
見
を
聞
き

な
が
ら
決
め
て
い
く
。

質
問　

現
在
の
健
康
づ
く
り
事
業

の
現
状
と
、
今
後
の
健
康
づ
く
り

の
充
実
の
た
め
の
取
り
組
み
は
。

答
弁　
（
保
健
福
祉
部
長
）
本
村

で
は
、
26
年
３
月
に
第
２
次
美
浦

村
健
康
づ
く
り
計
画
を
策
定
し
、

生
活
習
慣
病
の
改
善
、
健
康
の
増

進
、
疾
病
・
介
護
予
防
を
目
標
に

健
康
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

今
後
も
継
続
的
に
健
診
率
の
ア
ッ

プ
、
健
康
教
室
の
実
施
、
心
の
健

康
に
対
す
る
支
援
に
努
め
る
。

質
問　

生
活
習
慣
病
予
防
の
運
動

教
室
は
ど
の
よ
う
な
タ
イ
ミ
ン
グ

で
行
っ
て
い
る
か
。
ま
た
、
実

績
は
。

答
弁　
（
保
健
福
祉
部
長
）
健
診

後
の
結
果
通
知
に
案
内
を
同
封
し

て
、
筋
力
ア
ッ
プ
教
室
や
貯
筋
運

動
教
室
を
実
施
し
て
い
る
。
筋
力

ア
ッ
プ
教
室
は
１
回
40
名
で
７
回
、

貯
筋
運
動
教
室
は
１
回
40
名
で
10

回
行
っ
て
い
る
。

質
問　

自
殺
予
防
や
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
の
強
化
の
具
体
例
は
。

答
弁　
（
保
健
福
祉
部
長
）
初
期

支
援
と
し
て
福
祉
介
護
課
で
相
談

窓
口
を
担
当
し
、
相
談
員
に
精
神

保
健
福
祉
士
を
お
願
い
し
て
、
毎

月
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
相
談

後
に
家
庭
訪
問
や
医
療
機
関
等
と

の
連
携
を
通
じ
て
ケ
ア
に
努
め
て

い
る
。
実
施
状
況
は
、
毎
月
３
、

４
件
の
ケ
ー
ス
に
対
応
し
て
い
る
。

質
問　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の

利
用
状
況
は
。

答
弁　
（
教
育
次
長
）
子
育
て
支

援
事
業
は
、
木
原
多
目
的
集
会
施

設
を
利
用
し
、
実
施
事
業
は
、
子

育
て
広
場
事
業
と
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ

ポ
ー
ト
事
業
の
２
つ
で
、
子
育
て

広
場
事
業
で
は
、
ほ
っ
と
ル
ー
ム

や
各
年
齢
に
応
じ
た
広
場
事
業
、

外
遊
び
や
季
節
の
行
事
を
入
れ
た

事
業
を
実
施
し
て
い
る
。
フ
ァ
ミ

リ
ー
サ
ポ
ー
ト
事
業
で
は
、
預
か

り
等
の
援
助
を
受
け
た
い
人
と
、

支
援
を
し
た
い
人
で
助
け
合
う
有

償
の
相
互
支
援
事
業
を
行
っ
て
い

る
。
27
年
度
の
利
用
件
数
は
、
28

議会だより みほ一 般 質 問
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林
はやし

　　昌
しょ う こ

子
議 員

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
業
務
充
実
に
つ
い
て

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
業
務
充
実
に
つ
い
て

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

質
問

質
問

質
問

質
問

健
康
づ
く
り
の
充
実
に

健
康
づ
く
り
の
充
実
に

つ
い
て

つ
い
て

答
弁

答
弁



質
問　

設
置
さ
れ
て
い
る
カ
ー
ブ

ミ
ラ
ー
に
は
、
管
理
番
号
が
付
け

ら
れ
て
い
な
い
が
、
素
早
く
対
応

す
る
た
め
に
は
管
理
番
号
が
必
要

だ
と
思
う
が
。

答
弁　
（
経
済
建
設
部
長
）
現
状

は
、
住
宅
地
図
に
印
を
つ
け
た
紙

ベ
ー
ス
の
台
帳
で
管
理
し
て
い
る
。

住
民
か
ら
通
報
が
あ
り
次
第
、
現

場
を
確
認
し
、
修
繕
を
す
る
と
い

う
こ
と
で
、
円
滑
に
対
応
で
き
て

い
る
。
し
か
し
、
現
在
の
行
政
シ

ス
テ
ム
の
状
況
か
ら
、
地
図
情
報

シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
、
新
規
に
整

備
す
る
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
に
管
理
番

号
を
振
り
、
交
通
安
全
施
設
等
の

情
報
も
含
め
、
電
算
上
で
管
理
す

る
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

質
問　

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
維
持
と

清
掃
は
、
地
区
の
草
刈
り
の
と
き

に
行
わ
れ
て
い
る
が
、
清
掃
が
困

難
な
地
区
も
あ
る
の
で
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
実
施
す
る
考
え
は
な
い

か
。

答
弁　
（
経
済
建
設
部
長
）
地
区

に
清
掃
等
を
お
願
い
し
て
い
る
現

在
の
方
法
は
、
美
化
意
識
の
向
上

と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
を
図

る
意
味
か
ら
も
、
継
続
し
て
お
願

い
し
た
い
。
地
区
を
こ
え
た
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
の
申
し
出
が
あ
れ

ば
、
村
と
し
て
も
大
変
あ
り
が
た
い
。

質
問　

他
の
県
で
は
、
カ
ー
ブ
ミ

ラ
ー
の
清
掃
用
具
の
貸
し
出
し
を

し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、
本

村
で
は
し
て
い
る
の
か
。

答
弁　
（
経
済
建
設
部
長
）
近
隣

市
町
で
も
し
て
い
な
い
が
、
本
村

で
も
清
掃
用
具
の
貸
し
出
し
は
し

て
い
な
い
。
今
後
、
村
で
高
圧
洗

浄
機
を
購
入
し
、
貸
し
出
し
が
で

き
る
よ
う
検
討
す
る
。

質
問　

本
村
の
児
童
を
守
る
た
め

に
、
小
中
学
生
に
防
犯
ブ
ザ
ー
の

配
布
と
使
用
方
法
の
指
導
は
し
て

い
る
か
。

答
弁　
（
教
育
次
長
）
防
犯
ブ

ザ
ー
、
防
犯
笛
に
つ
い
て
は
、
毎

年
、
新
小
学
１
年
生
に
配
布
し
て

い
る
。
以
前
か
ら
行
っ
て
い
る
の

で
、
現
在
は
、
本
村
小
中
学
生
す

べ
て
に
配
布
さ
れ
て
い
る
。
指
導

に
つ
い
て
は
、
各
校
単
位
で
、
防

犯
教
室
の
開
催
や
、
不
審
者
対
応

訓
練
、
防
犯
訓
練
等
、
指
導
又
は

訓
練
を
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、

変
質
者
な
ど
が
出
没
し
た
際
は
、

警
察
官
と
役
場
職
員
が
、
児
童
の

危
険
が
解
消
す
る
ま
で
巡
回
・
見

回
り
を
実
施
し
て
い
る
。

質
問　

村
民
の
交
通
安
全
、
利
便

性
の
向
上
、
快
適
な
生
活
環
境
を

守
る
た
め
に
村
内
に
設
置
さ
れ
て

い
る
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
数
と
設
置

基
準
は
。

答
弁　
（
経
済
建
設
部
長
）
カ
ー

ブ
ミ
ラ
ー
の
現
在
の
設
置
総
数

は
８
３
９
基
。
こ
こ
３
年
間
の
新

規
設
置
数
は
17
基
で
、
経
年
劣
化

や
破
損
に
よ
る
修
理
は
30
基
と

な
っ
て
い
る
。
現
在
、
明
文
化
さ

れ
た
設
置
基
準
は
な
く
、
申
請
に

よ
り
職
員
が
現
地
に
出
向
き
、
交

通
量
、
危
険
度
、
公
共
性
、
安
全

性
を
総
合
的
に
判
断
し
て
整
備

し
て
い
る
。

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
に
つ
い
て

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
に
つ
い
て

質
問

質
問

答
弁

竹
た け べ

部　澄
す み お

雄
議 員

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

質
問

質
問

質
問

か
。
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防
犯
ブ
ザ
ー
に
つ
い
て

防
犯
ブ
ザ
ー
に
つ
い
て



質
問　

28
年
度
予
算
編
成
に
お
い

て
、
物
件
費
を
２
％
削
減
す
る
予

算
組
み
を
し
た
が
、
各
事
業
別
の

削
減
率
は
。

答
弁　
（
総
務
部
長
）
村
税
収
入

の
減
少
、
公
債
費
の
増
加
、
施
設

の
老
朽
化
に
よ
る
補
修
費
の
増
加

等
、
財
政
状
況
は
非
常
に
厳
し
い

状
況
で
あ
る
。
物
件
費
に
つ
い

て
は
、
28
年
度
一
般
会
計
予
算
で

は
、
1.8
％
、
１
，
１
３
７
万
円
削

減
し
た
。
事
業
別
で
削
減
額
が
大

き
な
事
業
は
、
消
防
団
運
営
費

４
２
０
万
円
、
予
防
接
種
事
業

費
２
３
６
万
円
、
公
園
管
理
費

１
９
７
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

質
問　

以
前
に
も
自
主
防
災
組
織

率
対
策
に
つ
い
て
質
問
し
た
が
、

そ
の
後
の
進
捗
状
況
は
。

答
弁　
（
総
務
部
長
）
消
防
団
を

自
主
防
災
組
織
と
認
定
し
、
27
年

度
末
で
の
組
織
率
を
１
０
０
％
で

県
に
報
告
し
た
い
。

質
問　

農
業
の
６
次
産
業
化
で
、

特
産
品
の
開
発
を
し
て
い
る
が
、

候
補
と
な
っ
て
い
る
品
目
の
詳
細

と
、
そ
の
他
、
現
在
進
行
中
の
地

方
創
生
に
よ
る
経
済
活
性
化
対
策

は
。

答
弁　
（
経
済
建
設
部
長
）
特
産

品
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
試
作
品

と
し
て
20
品
目
以
上
の
候
補
が
挙

が
っ
て
い
る
。
試
食
会
で
の
ア
ン

ケ
ー
ト
を
も
と
に
、
地
域
交
流
館

内
の
物
産
館
で
販
売
す
る
加
工
品

を
10
品
目
く
ら
い
に
絞
っ
て
い
く
。

そ
の
他
、
特
産
品
を
ふ
る
さ
と
応

援
寄
付
金
の
返
礼
品
に
加
え
る
こ

と
や
、
物
産
館
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

を
開
設
し
、
地
域
農
産
品
を
Ｐ
Ｒ

し
、
本
村
農
業
の
６
次
産
業
化
、

活
性
化
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

質
問　

現
在
、
村
か
ら
防
災
メ
ー

ル
や
保
護
者
へ
の
一
斉
配
信
な
ど

の
情
報
発
信
を
行
っ
て
い
る
が
、

配
信
を
受
け
る
住
民
の
登
録
数
を

１
０
０
％
に
近
づ
け
る
対
策
は
。

答
弁　
（
総
務
部
長
）
防
災
メ
ー

ル
等
に
は
現
在
１
，
０
３
０
人
が

登
録
し
て
い
る
。
防
災
訓
練
、
区

長
会
総
会
で
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
配

布
や
、
就
学
前
の
児
童
の
保
護
者

の
方
々
に
、
一
斉
配
信
メ
ー
ル
と

防
犯
メ
ー
ル
の
登
録
を
一
緒
に
す

る
よ
う
お
願
い
し
た
り
、
イ
ベ
ン

ト
、
公
民
館
講
座
、
各
種
健
診
等

の
機
会
を
通
じ
て
、
さ
ら
な
る
Ｐ

Ｒ
を
図
り
た
い
。

財
政
危
機
対
策
に
つ
い
て

財
政
危
機
対
策
に
つ
い
て

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

飯
い い だ

田　洋
よ う じ

司
議 員

答
弁

質
問

質
問

質
問 自

主
防
災
組
織
率
対
策
に

自
主
防
災
組
織
率
対
策
に

つ
い
て

つ
い
て

地
方
創
生
に
よ
る
農
業
の

地
方
創
生
に
よ
る
農
業
の

６
次
産
業
化
に
つ
い
て

６
次
産
業
化
に
つ
い
て

村
か
ら
の
情
報
配
信
に

村
か
ら
の
情
報
配
信
に

つ
い
て

つ
い
て

特産品候補（試食会にて）
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経
済
建
設
常
任
委
員
会

視
察
研
修
報
告

と
と
も
に
、
周
辺
の
温
浴
施
設
な

ど
に
も
供
給
し
て
い
ま
す
。

　

環
境
面
で
は
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類

の
排
出
抑
制
と
、
二
酸
化
炭
素
排

出
量
の
削
減
、
焼
却
残
渣
は
す
べ

て
溶
融
ス
ラ
グ
へ
資
源
リ
サ
イ
ク

ル
を
行
う
等
最
終
処
分
量
の
低
減

を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

翌
日
は
、
千
葉
県
香
取
市
の
農

事
組
合
法
人
和
郷
園
に
お
い
て
、

農
業
の
6
次
産
業
化
に
つ
い
て
研

修
を
行
い
ま
し
た
。
6
次
産
業
化

と
い
う
の
は
、
農
産
物
の
生
産
は

第
１
次
、
加
工
を
行
う
の
が
第
２

次
、
流
通
販
売
は
第
３
次
と
な
り

ま
す
。
２
次
３
次
事
業
者
が
得
て

い
た
付
加
価
値
を
農
業
者
自
身
が

得
る
こ
と
に
よ
り
、
農
業
を
活
性

化
さ
せ
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
１

次
２
次
３
次
を
掛
け
算
し
て
６
次

産
業
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

和
郷
園
で
は
、
安
心
で
安
全
な

農
産
物
の
生
産
は
も
ち
ろ
ん
、
加

工
事
業
、
販
売
事
業
、
リ
サ
イ
ク

ル
事
業
、
観
光
事
業
と
多
角
的
な

事
業
展
開
を
し
て
い
ま
す
。

千
葉
県
・
茨
城
県
の
生
産
者

１
０
０
戸
と
契
約
栽
培
を
行
い
、

品
質
管
理
を
徹
底
し
た
も
の
づ
く

り
へ
の
こ
だ
わ
り
が
基
盤
と
な
っ

て
い
ま
す
。

そ
し
て
新
鮮
な
農
産
物
を
鮮
度
抜

群
の
状
態
で
お
客
様
に
届
け
る
た

め
の
直
接
販
売
や
、
お
客
様
の

ニ
ー
ズ
に
応
え
た
カ
ッ
ト
野
菜
の

提
供
、
天
ぷ
ら
材
料
、
惣
菜
キ
ッ

ト
な
ど
業
務
用
に
も
対
応
す
る

カ
ッ
ト
セ
ン
タ
ー
、
年
間
を
通
し

て
安
定
供
給
す
る
冷
凍
加
工
セ
ン

タ
ー
、
乾
燥
さ
せ
お
い
し
く
長

持
ち
さ
せ
る
ド
ラ
イ
加
工
セ
ン

タ
ー
、
野
菜
残
渣
の
堆
肥
化
等
を

行
う
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
、
こ

れ
ら
の
堆
肥
を
利
用
し
た
お
い
し

い
安
全
な
野
菜
の
生
産
等
、
農
業

を
軸
に
し
た
多
角
的
な
ア
グ
リ
ビ

ジ
ネ
ス
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

貸
し
農
園
で
は
年
間
約
20
種

類
の
野
菜
を
栽
培
し
、
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
広
場
、
カ
フ
ェ
、
温
浴
施

設
な
ど
を
併
設
し
、
食
と
農
を
通

じ
た
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
発
信
し

て
い
ま
す
。

　

和
郷
園
の
研
修
は
、
美
浦
村
地

域
交
流
館
の
農
産
物
直
売
所
に
お

け
る
農
産
品
の
販
売
や
、
６
次
化

商
品
の
開
発
に
大
変
参
考
に
な
り

ま
し
た
。

視
察
日

　

平
成
28
年
１
月
28
日
〜
29
日

視
察
先

　

・
神
奈
川
県
平
塚
市

　
　

平
塚
市
環
境
事
業
セ
ン
タ
ー

　

・
千
葉
県
香
取
市

　
　

農
事
組
合
法
人　

和
郷
園

視
察
目
的　

　

平
塚
市
環
境
事
業
セ
ン
タ
ー

は
、
ご
み
処
理
施
設
の
焼
却
炉
建

設
と
運
営
の
調
査
、
和
郷
園
は
、

農
業
の
６
次
産
業
化
の
参
考
と
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。

視
察
内
容

　

平
塚
市
環
境
事
業
セ
ン
タ
ー
の

焼
却
炉
は
、
流
動
床
式
で
一
日

３
１
５
ト
ン
の
処
理
能
力
を
持
っ

て
い
ま
す
。
余
熱
を
利
用
し
５
，

９
０
０
kw
の
発
電
を
行
い
、
場
内

で
使
用
し
、
余
剰
分
は
電
力
会
社

に
売
電
を
し
て
い
ま
す
。そ
の
他
、

一
部
の
余
熱
は
場
内
で
利
用
す
る

和郷園にて

環境事業センターにて



日
時　

平
成
28
年
2
月
13
日（
土
）

　
　
　

午
前
10
時
か
ら

場
所　

役
場
3
階
大
会
議
室

報
告
内
容

　
（
１
）
こ
れ
か
ら
の
美
浦
村

　
　

各
委
員
会
か
ら
の
報
告

　
　

①
下
村
総
務
常
任
委
員
長

　
　

②
椎
名
経
済
建
設
常
任
委
員

　
　
　

長

　
　

③
林
厚
生
文
教
常
任
委
員
長

　
　

④
飯
田
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
利

　
　
　

用
促
進
検
討
委
員
長

　
（
2
）
議
会
改
革
の
取
り
組
み

　
　

議
員
会
か
ら
の
報
告

　
　

 
石
川
議
員
会
長

　
　

①
議
員
定
数
の
見
直
し

　
　

②
議
員
報
酬
の
見
直
し

　
　

③
村
議
会
議
員
選
挙
期
日
の

　
　
　

改
正

　
　

④
美
浦
村
政
治
倫
理
条
例
の

　
　
　

見
直
し

議
会
に
関
す
る
意
見
交
換

　

報
告
に
対
す
る
主
な
質
問
と
意

　

見
質
問　

議
員
定
数
の
削
減
数
の
根

　

拠
と
今
後
の
方
向
性
は
。

回
答　
（
石
川
議
員
会
長
）

　
　

県
内
町
村
の
議
員
一
人
当
た

　

り
の
人
口
や
村
の
財
政
状
況
を

　

考
慮
し
、
次
の
選
挙
か
ら
定
数

　

を
1
名
か
ら
2
名
削
減
す
る
こ

　

と
を
協
議
し
て
い
ま
す
。

質
問　

6
次
産
業
化
で
の
特
産
品

　

を
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
に

　

加
え
、
美
浦
村
を
ア
ピ
ー
ル
し

　

て
ほ
し
い
。

回
答　
（
下
村
総
務
常
任
委
員
長
）

　
　

ふ
る
さ
と
納
税
は
、
昨
年
の

　

12
月
に
返
礼
品
を
大
幅
に
増
や

　

し
た
こ
と
等
に
よ
り
、
年
間
数

　

十
万
円
で
あ
っ
た
寄
付
金
が
、

　

ひ
と
月
で
約
2
千
万
円
と
な
り

　

ま
し
た
。　

　
　

今
後
は
、
6
次
産
業
化
に
よ

　

る
特
産
品
も
返
礼
品
に
加
え
、

　

ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
し
村
を

　

ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
た
い
と
考

　

え
て
い
ま
す
。

質
問　

国
有
地
で
あ
る
大
山
の
病

　

院
跡
地
は
、
風
光
明
媚
な
と
こ

　

ろ
な
の
で
、
人
を
呼
べ
る
よ
う

　

な
、
楽
し
め
る
よ
う
な
も
の
を

　

考
え
て
ほ
し
い
。

回
答　
（
下
村
総
務
常
任
委
員
長
）

　
　

国
と
の
払
下
げ
の
契
約
等
も

　

こ
れ
か
ら
な
の
で
、
安
中
地
区

　

の
皆
さ
ま
を
重
点
的
に
、
有
識

　

者
も
交
え
て
、
慎
重
に
検
討
し

　

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

　

す
。

質
問　

企
業
の
進
出
が
ほ
と
ん
ど

　

な
い
。
保
育
環
境
や
住
宅
環
境

　

な
ど
若
い
人
が
住
め
る
環
境
が

回
答

回
答

回
答

質
問

質
問

質
問

質
問

議会だより みほ
平成 28年 5月１日発行　№ 113

16

　美浦村議会では、住民に開かれた議会、住民参加を推進する議会、住民に身近な信
頼される議会を目指して、昨年の６月に制定しました美浦村議会基本条例第５条の規
定に基づき、第２回美浦村議会報告会を開催いたしました。
　開催にあたっては、村内各所へのポスター掲示や、議会だより・広報みほ・村ホー
ムページへの掲載など周知に努め、当日は８２名の参加をいただきました。
　昨年の議会報告会参加者のご意見・ご感想を参考に、意見交換の時間を長くしたこ
とにより、参加者の皆さまとの活発な意見交換を行うことができました。

第２回美浦村議会報告会を開催しました



　

ま
す
。

質
問　

太
陽
光
発
電
施
設
の
耐
用

　

年
数
は
ど
れ
く
ら
い
な
の
か
、

　

そ
れ
が
過
ぎ
た
ら
ま
た
つ
く
り

　

直
す
の
か
。

回
答　
（
沼
﨑
議
長
）

　
　

耐
用
年
数
は
一
般
的
に
は
20

　

年
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ

　

れ
以
上
使
え
る
の
で
は
な
い
か

　

と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
の
と
こ

　

ろ
順
調
に
発
電
し
て
お
り
、
計

　

画
通
り
に
進
ん
で
い
く
と
思
い

　

ま
す
。

　

議
会
に
関
す
る
主
な
質
問
と
意
見

質
問　

土
浦
協
同
病
院
に
は
救
急

　

車
で
も
1
時
間
く
ら
い
か
か
る

　

の
で
は
な
い
か
と
心
配
し
て
い

　

る
。
美
浦
村
議
会
と
し
て
霞
ヶ

　

浦
を
横
断
す
る
道
路
の
計
画
を

　

進
め
て
ほ
し
い
。

回
答　
（
沼
﨑
議
長
）

　
　

霞
ヶ
浦
に
橋
を
架
け
る
こ
と

　

に
つ
い
て
は
、
霞
ヶ
浦
二
橋
推

　

進
協
議
会
が
あ
り
活
動
し
て
い

　

ま
す
が
、
国
の
予
算
が
厳
し
い

　

か
ら
進
ま
な
い
と
い
う
の
が
現

　

状
だ
と
思
い
ま
す
。

　
　

美
浦
村
も
協
議
会
の
一
員
で

　

す
の
で
、
今
後
も
国
に
根
気
強

　

く
働
き
か
け
て
い
き
た
い
と
思

　

い
ま
す
。

質
問　

議
員
が
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
紛

　

失
し
た
と
し
て
も
、
村
民
の
個

　

人
情
報
は
流
れ
な
い
と
考
え
て

　

大
丈
夫
な
の
で
す
ね
。

回
答　
（
飯
田
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

　
　

利
用
促
進
検
討
委
員
長
）

　
　

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
開
く
に
は
パ

　

ス
コ
ー
ド
が
必
要
で
す
の
で
、

　

通
常
、
中
を
見
る
の
は
難
し
い

　

と
思
い
ま
す
。

回
答　
（
沼
﨑
議
長
）

　
　

議
員
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
は
、
役

　

場
職
員
の
パ
ソ
コ
ン
と
は
切
り

　

離
さ
れ
て
お
り
、
議
員
で
も
村

　

民
の
皆
さ
ま
の
個
人
情
報
を
見

　

る
事
は
出
来
ま
せ
ん
の
で
、
議

　

員
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
か
ら
村
民
の

　

皆
さ
ま
の
個
人
情
報
が
漏
れ
る

　

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

以
上
は
質
問
と
意
見
の
抜
粋
で

す
。

　

他
に
も
多
く
の
ア
ン
ケ
ー
ト
や

議
会
に
関
す
る
ご
意
見
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

今
後
の
議
会
活
動
の
参
考
に
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

な
お
、
第
２
回
と
な
り
ま
し
た

議
会
報
告
会
に
多
く
の
皆
さ
ま
に

ご
参
加
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
平
成
28
年
度
も
議

会
報
告
会
を
開
催
す
る
予
定
で
す

の
で
、
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

　

あ
る
の
か
。
高
齢
者
が
買
い
物

　

に
行
く
の
も
大
変
な
の
で
コ

　

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
考
え
は
な

　

い
の
か
。

回
答　
（
沼
﨑
議
長
）

　
　

働
く
と
こ
ろ
が
あ
る
の
か
、

　

住
め
る
と
こ
ろ
が
あ
る
の
か
、

　

交
通
の
便
が
い
い
の
か
と
言
っ

　

た
ら
、
な
い
と
い
う
の
が
皆
さ

　

ま
共
通
の
認
識
だ
と
思
い
ま
す
。

　

人
口
も
減
少
し
て
い
る
こ
と
を

　

重
く
受
け
止
め
、
若
い
人
が
住

　

め
る
よ
う
な
、
み
ん
な
が
安
心

　

し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
な
環
境
づ

　

く
り
を
進
め
て
行
き
た
い
と
思

　

い
ま
す
。

質
問　

大
山
の
病
院
跡
地
に
は
、

　

村
民
が
介
護
保
険
に
頼
ら
ず
、

　

元
気
で
い
ら
れ
る
よ
う
な
施
設

　

を
つ
く
っ
て
ほ
し
い
。

回
答　
（
沼
﨑
議
長
）

　
　

高
齢
者
の
皆
さ
ま
が
安
心
し

　

て
元
気
に
暮
ら
し
て
い
た
だ
く

　

こ
と
が
村
全
体
に
も
い
い
こ
と

　

で
す
の
で
、
そ
の
よ
う
な
施
設

　

も
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
い

回
答

回
答

回
答

回
答

回
答

回
答

質
問

質
問

質
問

質
問
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議員活動

２月

３日 農業再生協議会
５日 県後期高齢者医療広域連合議会全員協議会
１０日 議会報告会リハーサル

１２日 稲敷地方広域市町村圏事務組合議会全員協議会
議会報告会リハーサル

１３日 議会報告会

１５日 町村自治功労者表彰式
江戸崎地方衛生土木組合議会全員協議会

１６日 地域公共交通会議

１７日
観光協会臨時総会
物産館建設委員会
稲敷郡・龍ヶ崎市・牛久市・稲敷市社会教育委員
連絡協議会研修会

１８日 村教育論文表彰式・村教育研究会発表会
１９日 町村議会議員自治研究会

２０日 柔剣道美浦大会（剣道の部）
土浦協同病院竣工祝賀会

２３日
青少年健全育成茨城県推進大会
後期高齢者医療広域連合議会定例会
稲敷地方航空騒音公害対策協議会懇談会

２４日 議会全員協議会
議会運営委員会

２５日
龍ヶ崎地方衛生組合議会全員協議会
地域自立支援協議会
国民健康保険運営協議会

２６日
江戸崎地方衛生土木組合出納検査
稲敷地方広域市町村圏事務組合議会全員協議会
稲敷地方広域市町村圏事務組合議会定例会

２８日 防災訓練

２９日
村例月出納検査
健康づくり推進協議会
地区計画推進協議会
地域活性化対策検討委員会

３月

８日 予算審査特別委員会
議会全員協議会

１０日 美浦中学校卒業式

１１日
地域交流館運営委員会
地方創生小さな拠点の形成に向けた中間報告会
東日本大震災五周年追悼・復興祈念式典

１４日 議会地方自治研究会
議会広報公聴委員会

１５日 議会定例会

１６日 ㈱ホギメディカル視察
人材育成推進協議会

１７日 美浦幼稚園卒園式
議会定例会

１８日 各小学校卒業式
ベトナム・ホーチミン共産青年団第一書記訪問受入れ

１９日 柔剣道美浦大会（柔道の部）

２３日 保育所修了式
青少年育成村民会議

２４日
タブレット研修
江戸崎地方衛生土木組合出納検査
情報セキュリティ研修会

２５日
江戸崎地方衛生土木組合議会臨時会
社会福祉協議会理事会
つくばみらい市市制施行１０周年記念式典

２７日 シルバー人材センター理事会

３０日 村例月出納検査
高齢者福祉計画・介護保険事業計画推進委員会

３１日 転出教職員人事発令通知書交付式

３月

２日
議会定例会
議会全員協議会
認定農業者の会交流会

３日 江戸崎地方衛生土木組合議会定例会
議会厚生文教常任委員会

４日 議会総務常任委員会
議会経済建設常任委員会

７日 予算審査特別委員会

４月

１日 転入教職員人事発令通知書交付式

７日
各小学校入学式
議会臨時会
議会地方自治研究会

　８日 美浦村中学校入学式
　９日 稲敷市役所新庁舎竣工式
１０日 木原城山まつり
１１日 美浦幼稚園入園式
１５日 議会広報公聴委員会
２５日 市町村長・市町村議会議長会議
２７日 村例月出納検査

委員長　　山崎　幸子　　　副委員長　岡沢　　清　　　委　員　　椎名　利夫
委　員　　飯田　洋司　　　委　員　　塚本　光司　　　委　員　　小泉　嘉忠
委　員　　葉梨　公一　　　委　員　　竹部　澄雄　　　委　員　　松村　広志

議会広報公聴委員会

議会を傍聴してみませんか
●役場３階の議場まで新設のエレベーター
　でお越しいただけるようになりました
●役場１階のロビーでも本会議の実況をご覧
になることができます

●会議録や議会だよりなどホームページに掲
載しています

●議会だよりについてのご意見・ご要望をお
待ちしています

お問い合わせ先
議会事務局
☎ 029-885-0340　内線 301・302
Ｅ-mail　gikai＠ vill.miho.lg.jp
URL　http://www.vill.miho.lg.jp/gikai/index.htm

次回定例会は、６月７日（火）開会予定です。
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